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平成 28 年度救急業務のあり方に関する検討会における検討結果について 

 

平素より救急行政の推進につきまして御尽力いただき御礼申し上げます。 

近年、救急出動件数が年々増加しており、平成 28 年中の救急出動件数は約 621

万件（速報値）、救急搬送人員数は約 562 万人（速報値）となり、ともに過去

最高値を記録したところです。 

このような状況の中で、消防庁では「平成 28 年度救急業務のあり方に関す

る検討会」を開催し、今般、報告書を取りまとめました。 

貴職におかれましては、下記事項に留意されるとともに、各都道府県にあっ

ては、貴都道府県内の市町村（消防の事務を処理する一部事務組合等を含む。）

に対してこの旨周知されるようお願いします。 

 

記 

 

１．報告事項 

（１）緊急度判定体系の概念普及コンテンツ及び緊急度判定支援ツールの作成 

ア．緊急度判定体系の概念普及コンテンツ 

（ア）紙芝居 

園児を対象に、救急車の役割を伝えることを趣旨とした紙芝居を作成

しました。 

（イ）短編アニメーション 

小学生を対象に、救急車の使い方について考えてもらうことを趣旨と

した短編アニメーションを作成しました。 

（ウ）動画（６分版・15 秒版） 

中学生以上の成人を対象に、緊急度判定体系の概念や重要性を伝える

ことを趣旨とした動画を作成しました。 

 

御中 



（エ）小冊子 

主に高齢者を対象に、救急要請に関する事例を中心に、詳しく知りた

い者に向けた参考情報も掲載した小冊子を作成しました。 

（オ）ガイドブック 

消防職員、医療関係者等を対象に、緊急度判定体系に関する理解を深

め、積極的な普及啓発の実施を支援することを趣旨としたガイドブック

を作成しました。 

イ．緊急度判定支援ツール 

（ア）救急車利用リーフレット（高齢者版） 

平成 26 年度救急業務のあり方に関する検討会で作成した「救急車利

用リーフレット（成人版）」を基に、高齢者の緊急性が高い症状を掲載し

たリーフレットを作成しました。 

（イ）救急情報シート 

救急要請する可能性が高い者（救急搬送者等）を対象として、個人の

持病等に応じた緊急度、医療機関及び受診手段の情報を効果的に提供で

きる情報シートを作成しました。 

ウ．掲載場所・配布先 

各コンテンツ及びツールは、消防庁ホームページの「救急お役立ちポー

タルサイト」からダウンロード可能となっています。  

（URL：http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_6.html） 

 また、救急車利用リーフレット（高齢者版）については、別紙１のとお

り各都道府県に４月上旬配布予定となっています。 

エ．その他 

（ア）各コンテンツ及びツールの概要、活用方法等については、別紙２（平

成 28 年度救急業務のあり方に関する検討会報告書該当部分抜粋）を参

照してください。 

（イ）緊急度判定プロトコル ver.２（家庭自己判断、電話相談、119 番通報

及び救急現場）、救急受診ガイド 2017 年版及び全国版救急受診アプリ

（Web・スマホ版を含む）については、現在作成中のため完成次第お知

らせします。 

 

（２）救急事故防止に係るリーフレットの作成 

ア．救急事故防止に係るリーフレット（高齢者版） 

高齢者の家の中で発生する一般負傷として、転倒、転落、窒息などの発

生頻度が多い事例（表面）及びその事例に対する事故防止のポイント（裏

面）をまとめたリーフレットを作成しました。 

イ．救急事故防止に係るリーフレット（乳幼児版） 

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_6.html


乳幼児の家の中で発生する一般負傷として、ころぶ、おちる、たべるな

どの発生頻度が多い事例（表面）及びその事例に対する事故防止のポイン

ト（裏面）をまとめたリーフレットを作成しました。 

ウ．掲載場所 

各リーフレットは、消防庁ホームページの「救急お役立ちポータルサイ

ト」からダウンロード可能となっています。  

（URL：http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_6.html） 

エ．その他 

（ア）応急手当講習での周知、ホームページ及び広報誌での広報、救急の日

等のイベントでの広報、高齢者施設、保育園、幼稚園等での周知など地

域の実情に応じて活用をお願いします。 

（イ）各リーフレットは、３つのファイル形式（Illustrator・PDF・PowerPoint

版）で提供しており、各消防本部の実情に応じて改変が可能です。改変

に当たっては、消防庁の許可等は必要ありませんが、消防庁ホームペー

ジに掲載している留意事項を確認していただきますようお願いします。 

 （URL：https://www.fdma.go.jp/neuter/info/copyright.html） 

 

（３）通信指令員の救急に係る教育テキスト（追補版）の作成 

JRC 蘇生ガイドライン 2015 の改訂を踏まえて、心停止の予防、口頭指導

プロトコルの解説及び口頭指導の事後検証などの追記等を行い、追補版と

して消防庁ホームページに掲載することといたしました。 

なお、通信指令員の救急に係る教育テキスト（追補版）は、消防庁ホー

ムページに掲載し、ダウンロード可能となっています。 

（URL：http://www.fdma.go.jp/neuter/about/shingi_kento/h28/kyukyu_arikata/index.html） 

 

（４）応急手当 WEB 講習（e－ラーニング）の改訂・環境整備 

ア．応急手当 WEB 講習（e－ラーニング）の改訂 

応急手当 WEB 講習（e－ラーニング）に関して、JRC 蘇生ガイドライン

2015 において改訂があった通信指令員の口頭指導、胸骨圧迫の手技（テン

ポ･深さ）などの主要項目について、改訂を行いました。 

イ．応急手当 WEB 講習（e－ラーニング）の環境整備 

全国消防本部での活用を推進するため、応急手当 WEB 講習（e－ラーニ

ング）の環境整備として、消防庁サーバで一括管理することとしました。 

ウ．掲載場所 

消防庁ホームページに掲載し、利用可能となっています。 

    （URL：http://www.fdma.go.jp/） 

 

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/fieldList9_6.html
https://www.fdma.go.jp/neuter/info/copyright.html
http://www.fdma.go.jp/neuter/about/shingi_kento/h28/kyukyu_arikata/index.html
http://www.fdma.go.jp/


２．その他 

（１）平成 28 年度救急業務のあり方に関する検討会報告書については、消防庁

ホームページに掲載しております。 

（URL:http://www.fdma.go.jp/neuter/about/shingi_kento/h28/kyukyu_ar

ikata/houkoku/houkokusyo.pdf） 

 

（２）上記事項以外の報告事項についても、一部については別途通知を発出する

こととしています。 

（問合せ先） 

消防庁救急企画室 

担当：大嶋、伊藤、谷口 

TEL 03-5253-7529  

http://www.fdma.go.jp/neuter/about/shingi_kento/h28/kyukyu_arikata/houkoku/houkokusyo.pdf
http://www.fdma.go.jp/neuter/about/shingi_kento/h28/kyukyu_arikata/houkoku/houkokusyo.pdf


北海道 4,000

青　森 1,000

岩　手 1,000

宮　城 2,000

秋　田 1,000

山　形 1,000

福　島 1,500

茨　城 2,000

栃　木 1,500

群　馬 1,500

埼　玉 6,000

千　葉 5,000

東　京 10,000

神奈川 8,000

新　潟 2,000

富　山 1,000

石　川 1,000

福　井 500

山　梨 500

長　野 1,500

岐　阜 1,500

静　岡 3,000

愛　知 6,000

三　重 1,000

滋　賀 1,000

京　都 2,000

大　阪 7,000

兵　庫 4,000

奈　良 1,000

和歌山 1,000

鳥　取 500

島　根 500

岡　山 1,500

広　島 2,000

山　口 1,000

徳　島 1,000

香　川 1,000

愛　媛 1,000

高　知 500

福　岡 4,000

佐　賀 1,000

長　崎 1,000

熊　本 1,500

大　分 1,000

宮　崎 1,000

鹿児島 1,000

沖　縄 1,000

救急車利用リーフレット（高齢者版）配布計画
・印刷部数：100,000枚

都道府県配布数

別紙１

909317
長方形



別紙２
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